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1.体育を中心とせる教育の体験を語る 浜松市南尋常小学校 三輪孫治郎 2.児童生活を基
調とせる学校体操の再吟味 秋田市保戸野尋常小学校 佐藤信 3,学校体操の正道 山口師範附
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小 藤屋利胤 4.小学校体育の再吟味 函館師範附小 岡田源作 5.学校体操と其の訓練 宮
城師範附小 山内猛 6.体操科指導の規範 青森師範附小 木村定吉 7.児童心理より見たる
体育の内容 京都女子師範附小 松本晴雄 8.小学校体操指導の反省 山形師範附小 石垣建作
10.要目の活用と新体操との交渉 福岡師範附小 永野俊光 11.新体操の意味と私の態度 宮崎
師範附小 恒吉了 12.要目体操にリズムを織り込むことの試案 大分師範附小 大江醇 13.小
学校体操の生活化 新潟師範附小 町田正義 14.体育の共同社会的訓練 静岡女子師範附小 森
井倉吉 15.体育の一般化に対する私見 千葉女子師範附小 竹田金兵衛 16。体育合理化への研
究 岐阜師範附小 辰己時雄 17.体験から見た体育 岐阜市明徳小学校 時松雄 18.体操科指
導における能率化 姫路師範附小 新田定治 19,体育指導における形態的指導の一考察 福島師
範附小 苅宿敏夫 20.体操科指導の革新 長崎市長崎小学校 湯川長之助 21.低学年指導の一
考察 静岡県青島小学校 渋谷敏夫 22.児童の生活と体操 横浜市戸部小学校 渡辺未雄 23.
児童生活に立脚せる我国の体育 長岡市千手小学校 松田安之 24.農村小学校における児童の遊
びと其の指導について 栃木師範附小 石井晃 25.郷土遊戯 神奈川県上濤小学校 植村未広
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昭不日9年6月号)のほか,「独逸国家における体育 (Die Kbrperliche Erziehlng in Deutchland)」
(「体育と競技」昭和9年10月号),「新しき国家における体育 (Die K6rperliche Erziehtllag in neuen
Staat)」(「体育と競技」昭和10年1月号, 2月号)等の妙訳として紹介され, またゼネバルトの「国







































































































































































































































































































全くの趣味娯楽の為にボールを投げ,鞠を蹴 り (昔世の動乱を他所にして蹴鞠 (シウキク)を楽
しむ分卿の一群を鞠阿保と云って居た),スキーを走らせ,バー を越えると云うなら筆者又何をか云
わんや。少しく国家の大局を想い,体育の真髄を窮めんと念願するものには日本の体育界にも倹英
























































体運動と体育J誌に「スポーツ科学は存在しうるか (Gibt es eine Sportwissenschaft?)」と問題
を提起し,以後身体運動学の成立をめぐって論争が展開された。そして1934年にはやはり「身体運
動 と体育」誌にノイマンの「身体運動学 は存在するか(Gibt es eine Wttsenscha■der L ibes‐
ubungen?)」,ロー ゼンボームの「身体 運動学 とその 目的について (VOn der Wissenscha■
der Leibesubungen und andern Zeuner)」,「身体運動学は存在するか (Gibt es eine Wissenscha■
der Leibesubungen?)」,ビンターハーゲルの「身体運動学の方法と概念規定に関する原理
(Grundsatzliches zur Methoden und Begriffsti■1:nung einer Wissenschaft der Leibesubungen)」















を網羅し,「之をば彼等は B｀eitrage zur Turn und Sportwissenschaft″と呼んでいる(Ю4七 とぃぅ。
そして大石は,1934年を前後にピアシェゥスキー,ノイマン,ツォイネル,ロー ゼンボーム等の身
体運動学の存在に関する論争,プラッツ,ビンターハーゲル等の身体運動の科学的研究があり,他
方教育学の立場からの研究 としてはカール・ディームの「人格 と教育 (PersOnlichkeit und
















































































































































































































































































(2)「現代日本思想史 5」 荒川幾男 1977 pp17～18
(3)荒木は,「日本帝国の使命」と題する一文のなかでこう書いている。



















(8)「体育と競技J 昭和9年4月号 p91 以下断りのない限り,引用文の旬読点は一部引用者とする。
(9)同上誌 p91 原文のまま
(10)「近代日本教育制度史料J 第11巻 講談社 昭和31年 p296
(■)同上書 第14巻 p436
(12)「近代日本思想史講座 指導者と大衆 5J伊藤整 家永二郎編 筑摩書房 昭和38年 p lo7
(13)塩谷宗雄 「国民体育運動の建設を提唱する理由J 「体育と競技J 昭和 9年8月号 p25
(14)日本ファシズム教育政策史」 久保義三 明治図書 1969 p240
(15)同上書 p240 野村のことば。
(16)同上書 p p243～244
(17)「最近体操集成」隆文館 大正6年 p p376～377 傍点引用者
(18)「最近体育思潮」 同文書院 昭和6年 p p80～3












































会 昭和10年 浅見文林堂 p p 503～4)


























第20巻 第2号 昭和53年 参照
(64)「教育断想」宝文館 昭和13年 p125
(65)同上書 p130












(76)「国民体育」 1月号 p p13～15
(77)「国民体育」5月号 p p14～15














































(114)前掲論文 「体育と競技J  l月号 p2
(115)同上誌 p5
(116)前掲論文 「国民体育J昭和 9年4月号 p17
(117)同上誌 p17
(118)同上誌 p18

































F近代日本学校体育え」 竹芝下休蔵 岸野雄三 東洋館出版社 昭和34年
「続現代日本教育政策史J 海老原治善 三―書房 昭和42年
(昭和「D7年5月1'日受理,

